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①「けど」…「けれど」と略さずに言います。
別解「が」「のだが」

②「だって」…理由を説明するときに使いますが、話し言
葉なので「なぜなら」などの書き言葉に直しましょう。
別解「なぜならば」「というのも」「理由は」

③「ちゃんと」…規則正しく、乱れたところのない様子を
あらわす言葉ですが、こちらも書き言葉ではありません。
別解「しっかり（と）」

（左上へ続きます）
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不特定多数の人に見てもらう文章や、目上の人に
向けて書く文章には、くだけた表現はあまり使わ
ないのがマナーだよ。
入試の作文も同じだね。
今から「書き言葉」を意識する習慣を身につけて
おこう。

ここで覚えて
いてほしいこと

くまざわ部長

社長が今日の会
議に来れるそうな
んで、やっぱり資
料見直したいです。

社会人っぽくないなあ

⑦「すごい速く～」も俗語的な言い方として目にする
ようになりましたが、日常でよく使われている言葉で
も、文章にはふさわしくない場合があるので注意しま
しょう。
別解 １④参照

⑧「いっぱい」…この文章では数量の強調として使わ
れています。改まった場面ではあまり使いません。
別解「数多く」

⑨「なので」…話し言葉であるため作文では使わない
方がよいでしょう。
別解「そのため」「このことから」

⑩「ないんじゃ～」…「ないのでは～」のくだけた表
現です。話し言葉であるため、作文には適しません。

④「とっても」…「とても」をさらに強めた言い方で
すが、話し言葉なので作文ではあまり使わない方がよ
いです。
別解「かなり」「非常に」「たいへん」「すこぶる」
「きわめて」

⑤「だけど」は「だけれど(も)」を省略した話し言葉です。
別解「けれども」「ところが」「しかしながら」「だが」

⑥「～し」…ことがらの説明や要約が続きます。
別解「ため」「ゆえ」
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